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ふ る さ と 探 訪 

テーマ 県立ミュージアムと  
高松城東の丸遺構を観る  

 

講 師 廣瀬和孝（高松市文化財保護協会顧問） 

    香川県立ミュージアム職員  

 

平成２１年９月２７日（日）  

 

共 催 高  松  市  歴  史  民  俗  協  会  

    高  松  市  教  育  委  員  会  

文化財学習会  



 

1 

１ 

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

JR
高
松
駅
か
ら
東

へ
９
０
０
ｍ
、
コ
ト
デ
ン
高
松
築
港
駅
か
ら
東
に
８

０
０
ｍ
と
交
通
に
便
利
な
場
所
に
立
地
し
、
香
川
の

歴
史
を
紹
介
す
る
歴
史
展
示
室
（
４
階
）
の
ほ
か
、

空
海
の
生
涯
な
ど
香
川
ゆ
か
り
の
テ
ー
マ
や
所
蔵
す

る
美
術
品
を
展
示
す
る
企
画
展
示
室
（
３
階
）
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
彫
刻
を
紹
介

す
る
常
設
コ
ー
ナ
ー
（
１
階
）
や
、
十
二
単
（
じ
ゅ

う
に
ひ
と
え
）・
鎧
（
よ
ろ
い
）
を
身
に
着
け
る
こ
と

が
で
き
る
（
無
料
）
体
験
学
習
室
も
あ
り
ま
す
。 

歴
史
博
物
館
と
美
術
館
の
機
能
を
合
わ
せ
持
ち
、

総
合
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
２
０
０
８
年
４
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
香
川
の
新

た
な
文
化
拠
点
と
し
て
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

香川県立ミュージアム  
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２ 

高
松
城
（
玉
藻
城
）
の
周
辺 

 

寛
永
１
９
年
松
平
賴
重
が
常
陸
下
館
か
ら
入
府

し
、
東
讃
岐
１
２
万
石
の
領
主
に
な
り
ま
し
た
。

高
松
城
は
版
籍
奉
還
ま
で
の
１
１
代
２
２
８
年
間

松
平
氏
の
居
城
で
し
た
。
町
は
き
れ
い
な
碁
盤
目

で
、
現
在
の
中
央
通
り
か
ら
西
が
侍
屋
敷
、
北
は

扇
町
か
ら
番
町
５
丁
目
ま
で
中
級
以
下
の
侍
屋
敷

が
あ
り
ま
し
た
。
重
臣
や
高
禄
の
武
士
の
屋
敷
は

外
城
内
に
、
東
側
の
外
城
内
に
は
町
屋
敷
が
あ
り

ま
し
た
。
本
町
、
磨
屋
町
、
横
町
、
魚
屋
町
な
ど

町
人
、
職
人
町
は
藩
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

明
治
４
１
年
（
１
９
０
８
年
）
よ
り
中
堀
以
西

の
広
大
な
用
地
が
、
次
第
に
市
街
化
さ
れ
、
戦
後
、

内
堀
や
桜
の
馬
場
が
コ
ト
デ
ン
な
ど
の
用
地
と
な

り
、
北
側
一
帯
も
海
運
関
係
、
企
業
の
社
屋
や
倉
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庫
、
ま
た
、
海
岸
通
り
の
道
路
と
な
っ
て
、
城
域
は
大
幅
に
縮
小
さ
れ
、
景
観
も
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。

高
松
城
跡
は
昭
和
３
０
年
（
１
９
５
５
年
）
に
国
の
史
跡
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
現
在
、
城
郭
の
一
角

に
、
ア
ル
フ
ァ
あ
な
ぶ
き
ホ
ー
ル
（
香
川
県
県
民
ホ
ー
ル
）
、
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
建
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
お
城
の
石
垣
遺
構
を
巧
み
に
避
け
て
建
て
ら
れ
て
お
り
、

艮
う
し
と
ら

櫓
台
や
残
存
石
垣
を

各
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア
ル
フ
ァ
あ
な
ぶ
き
ホ
ー
ル
の
地
下
に
は
、
高
松
城
東
の
丸
造
成
に
関

連
す
る
と
思
わ
れ
る
下
層
石
垣
が
保
存
、
展
示
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
で
も
誰
で
も
自
由
に
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

アルファあなぶきホール（香川県民ホール）  

アルファあなぶきホール（香川県民ホール） 

地下遺構  
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３ 

高
松
市
北
浜
町 

江
戸
時
代
の
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
で
き
た
町
で
す
。
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
年
）
公
有
水
面
埋
立
地
を

町
名
に
編
入
し
、
下
横

し
も
よ
こ

町
と
北
浜
材
木
町
を
あ
わ
せ
て
北
浜
町
と
改
め
ま
し
た
。
港
か
ら
陸
揚
げ
さ
れ
た

物
資
を
入
れ
る
倉
庫
群
や
、
木
材
の
集
積
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

４ 

北
浜
ア
リ
ー 

ア
リ
ー
と
は
路
地
裏
、
裏
通
り
の
意
味
で
す 

 

高
松
港
を
経
由
す
る
貨
物
の
保
管
場
所
と
し
て
、
昭
和
初
期
に
北
浜
町
に

建
設
さ
れ
た
倉
庫
群
（
宇
高
国
道
フ
ェ
リ
ー
の
向
か
い
の
道
路
に
直
角
に
並

ぶ
４
棟
）
を
、
当
時
の
雰
囲
気
を
残
し
つ
つ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
倉
庫
街
を
テ

ー
マ
に
改
装
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

長
年
、
風
雨
に
耐
え
て
き
た
倉
庫
の
外
装
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
構
造
補
強

の
み
行
い
、
吹
き
抜
け
を
生
か
し
た
大
き
な
空
間
に
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ブ
テ

ィ
ッ
ク
、
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
美
容
院
、
雑
貨
店
な
ど
９
業
種
の
店
が
並
ん
で
い
ま
す
。
中
央
の
レ
ン

ガ
広
場
で
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

南
側
に
北
浜
Ｎ
Ｙ
が
新
し
く
完
成
し
、
ジ
ー
ン
ズ
シ
ョ
ッ
プ
、
子
供
服
、
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
缶
詰

http://#
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バ
ー
な
ど
８
店
舗
で
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。 

前
時
代
の
港
の
雰
囲
気
を
残
し
、
隠
れ
家
的
な
魅
力
を
持
つ
北
浜
ア
リ
ー
は
、
週
末
に
は
多
く
の
若
者

が
集
う
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

            
 

北浜アリー  

NY ギャラリー  

 

http://#
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５ 

北
浜
惠
美
須
神
社 

浜
に
住
ん
で
い
た
美
女
が
姿
を
代
え
た
と
い
う
冠
形
の
石
を
ご
神
体
に
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
北
浜
や
、
北
浜
以
南
の
８
町
か
ら
奉
納
さ
れ
た
玉
垣
が
あ
り
、
本
町
・
北
浜
界
隈
の
信
仰
を
集
め
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

香
川
県
神
社
誌
に
左
記
の
よ
う
な
記
載
が
あ
り
ま
す
。 

【
惠
美
須
神
社
】 

祭
神 

事
代

こ
と
し
ろ

主

命

ぬ
し
の
み
こ
と 

大
己

お

お

な

貴む
ち

命
の
み
こ
と 

由
緒 

縣
社
石
清
尾
八
幡
神
社
境
外
末
社
。
仁
和
三
年
國
守
菅
原
道
眞
の
創
祀
と
傳
ふ
。
天
明
六
年
北
濱

材
木
町
年
寄
倉
屋
敷
彌
三
郎
調
べ
の
當
社
御
由
緒
記
（
細
川
賴
春
の
臣
秋
山
土
佐
守
泰
忠
の
記
録
、
一
柳

丹
後
守
直
重
の
寺
社
奉
行
所
記
録
、
御
由
緒
記
、
年
中
行
事
御
用
帳
に
よ
る
）
に
よ
れ
ば
、
仁
和
三
年
二

月
菅
原
道
眞
箆
原
庄
石
清
尾
山
上
に
、
瀬
戸
内
海
群
島
及
び
箆
原
庄
の
守
護
神
と
し
て
奉
齋
、
天
照
大
神
、

事
代
主
神
を
祀
り
、
細
川
賴
春
及
び
賴
之
當
國
の
太
守
と
な
り
て
崇
敬
厚
か
り
し
が
、
長
宗
我
部
氏
の
兵

火
に
罹
り
僅
に
そ
の
祠
の
み
残
り
し
に
、
生
駒
近
規
高
松
築
城
の
為
黒
田
如
水
と
宮
脇
山
に
登
り
て
そ
の

神
祠
を
見
、
鬼
門
の
鎭
守
と
し
て
城
の
東
北
隅
に
遷
座
せ
り
。
寛
永
年
中
暴
風
あ
り
て
海
中
に
顚
落
せ
し

を
、
生
駒
高
俊
恐
懼
直
ち
に
漁
夫
に
命
じ
て
探
索
し
再
び
奉
齋
せ
り
、
爾
来
内
町
（
玉
藻
城
外
濠
内
）
中

の
氏
神
と
し
て
崇
敬
厚
く
、
寛
永
十
九
年
松
平
賴
重
太
守
と
な
る
に
及
び
大
に
そ
の
祭
事
を
興
し
、
松
平
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賴
常
又
二
回
に
亙
り
て
社
地
六
百
坪
を
寄
進
せ
り
と
云
ふ
。 

祭
日 

陰
暦
六
月
十
日 

主
な
る
建
造
物 

本
殿 

幣
殿 

拝
殿 

社
務
所 

御
手
洗
舎 

境
内
坪
数 
三
百
九
十
五
坪
八
勺 

崇
敬
者
人
数 

約
七
千
五
百
人 

境
内
神
社 

住
吉
神
社
（
小
童
命 

松
尾
神 

猿
田
彦
命 

金
刀
比
羅
神
） 

          

 
 

 
 

 
 

北浜惠美須神社  

北浜惠美須神社  
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６ 

町
屋
（
加
藤
家
住
宅
） 

戦
前
の
全
国
工
場
リ
ス
ト
『
工
場
通
覧
』
に
も
載
っ
て
い
る
加
藤
下
駄
工
場
の
経
営
者
宅
と
し
て
地
元

の
町
屋
大
工
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
１
階
の
出
格
子
窓
に
町
屋
の
特
徴
が
、
ま
た
高
い
２
階
の
壁

面
一
杯
に
開
け
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
窓
や
洋
風
建
築
を
意
識
し
た
鎧
戸
に
、
昭
和
初
期
の
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
昭
和
２
０
年
の
高
松
空
襲
を
く
ぐ
り
ぬ
け
当
時
の
町
並
み
を
垣
間
見
で
き
る
建
物
で
す
。 

 

加藤家住宅  
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【
参
考
文
献
】 

『
高
松
ま
ち
あ
る
記
』 

 
 

 

平
成
２
０
年
３
月
３
１
日
発
行 

 

高
松
松
平
藩
歴
史
・
文
化
探
訪
推
進
協
議
会 

『
香
川
県
神
社
誌
上
巻
』 

 
 

 

昭
和
１
３
年
１
２
月
１
日
発
行 

香
川
県
神
職
会 

『
わ
が
町
の
文
化
財
探
訪
』 

 
 

平
成
１
９
年
３
月
３
１
日
発
行 

高
松
市
文
化
財
保
護
協
会 

『
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』 

『
高
松
城
外
曲
輪
の
町
人
町
』 

廣
瀬
孝
和
著 

         


